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LNGや燃料油を積載した大形タンカが接岸するとき、 桟橋との距離や接岸速度を正確に把提すること

は、 安全な接岸作業を行う上で非常に重要なことである。 現在 、 超音波式瘤桟速度計（水中式）を使用し

ているが、 水中式特有の問題があったので、 今回、 フルエング卸と共同で電波式洒桟速度計（空中式）を

開発した。 実証試験の結果、 高い信頼性と安定した動作が確認できた。

1 まえがき

大形タンカが桟橋に接岸するとき 、 桟栂やタン

力に大きな衝撃を与えないよう 、 毎秒15cm以下の

述度で接岸する必要がある。

現在の超音波式愁桟速度計は 、 タグポー トの巻

き上げる泥流の彩押を受けたり 、 送受波器に貝藻

が付焙して測定の1謡害となり 、 定期的にダイパに

よる而描を行うなど不便な点が多い。

これらを改善するため、 電波式箔桟速度計の開

発を行った。

2 装巴の概要

(1) 測定の原理

接岸速度の測定は 、 自動車のスピ ー ド計測レ ー

ダと同じドップラレ ーダの原理を応用した。

距離の測定は 、 目標物に向かって電波を発射し 、

反射してくるまでの時間から距離を求める航空機

用直波高）文叶と同じ原理を用いた。

(2) 装甜の仕様

装固の仕様を第1表に示す。

第1表 装囲の仕様

周波数・：；{

1J\ ）J 

J:l.5-14.0GHz 

)0mw 

測定貨！！』
距雌 〇- 100111 

辿度 0 - 79cm/s 

測定角J父 土15度以内（桟橋と船との川9虻）

◄ ：送波器

I> :受波器

第1図 霞波式と超音波式の違い

3 超音波式との比較

0電波（空中）のため、 タグポ ー トのプロペラ回

転による泡や泥流の影靱を受けない。

0電波の伝搬速度を碁準にして測定するので 、 大

気温度変化による誤差がない。

0保守・ 点検（地上）が容易で 、 維持貨が安い。

4 研究の結果

実証試験の結果 、 安定した測定ができ、 良好で

あった。（第2固）

降雨 、 降雪の彩岬を考慮した散水テスト（第3

図）、海烏などによる能波妨害想定テストを行った

が問題なかった。 桟橋と船体との角度については 、

約30度まで測定できた。
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第2図 沼桟速度計の実証試験結果

第3図 模擬散水テスト

5 あとがき

装甜の高い信頼性と安定した動作を確認でき 、

大形タンカ接岸時の事故防止に寄与できる。
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